
異文化コミュニケーション研究科　2026年3月19日更新

＜注意事項＞

１部

PDF形式の1ファイルにまとめ、Canvas LMSの「修士論文・課題研究提出用コース」から提出すること。
＊データの破損等について大学は一切責任を負わないので、提出の際には十分注意すること。
＊提出にあたっては、【修士論文/課題研究のWeb提出について】 の注意事項をよく確認すること。

なお、仮提出と同一年度に本提出する場合、仮提出後の題目変更は認めない。

① 修士論文/課題研究（本提出）の形式に準ずる。

② 中表紙（修士論文（本提出）提出要領参照）を表紙とする。
「2026年度修士論文/報告書」、論文題目、指導教員、研究科専攻、学生番号、および氏名を明記すること。

③ 通し番号でページをつける。

④

下記の方法による。

データの破損等について大学は一切責任を負わないので提出の際には十分注意すること。

① 作成データを一つのフォルダにいれ、zipファイルにまとめる。　

以下の項目は必ず含むこと。

参考文献

＊修士論文/課題研究（制作物）の形式および使用言語等細部の規定について不明な点がある場合は、
　指導教員に確認し、その指示に従うこと。

2026年度《異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科（異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻）》
 修士論文/課題研究仮提出について

提 出 日 時　（ 期 間 ） 提 出 場 所

春学期
提出

5月7日（木）9:00～
　　　　5月8日（金）15:00

Canvas LMS

秋学期
提出

11月9日（月）9:00～
　　　　11月10日（火）15:00

＊ 最終日は、15時で締切となるので、十分に注意すること

＊ 上記提出期間を過ぎた場合、理由の如何を問わず受理しない　

1 提 出 部 数

題目（日英両言語の題目を記すこと）、目次、本文（研究の目的、枠組み、先行研究の記述を必ず含むこと）、

2 提 出 方 法

3 形　　　式

（ワープロソフトを使用して作成のこと。手書きは不可。仮提出と同一年度に本提出する場合、仮提出後の使
用言語の変更は認めない）

論文データをPDF形式の1ファイルにまとめる。

4 制 作 物 の 形 式 (課題研究)

課題研究において、制作物を提出する場合は、

5 内　　　容
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◆参考

春学期提出：　2026年5月21日（木）　異文化コミュニケーション研究科Web掲示板
秋学期提出：　2026年11月20日（金）　異文化コミュニケーション研究科Web掲示板

秋学期提出：　2027年1月12日（火）～1月13日（水）

池袋キャンパス教務事務センター

予備審査

春学期提出：　2026年5月9日（土）～5月19日（火）
秋学期提出：　2026年11月11日（水）～11月17日（火）

＜審査結果発表＞

本提出

春学期提出：　2026年6月23日（火）～6月25日（木）


